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＜米国経済の恩恵を受けやすい地理的優位性＞

メキシコの経済状況について

メキシコは、現在の世界経済をけん引する米国と地理的に近く、NAFTA（北米自由貿易協定）を結んでおり、輸出を

通じて米国の成長の恩恵を最も受けやすい国の一つです。経済は2013年は1.3％、2014年は2.3％、2015年は2.5％と

安定的な成長を遂げており、輸出における中国向け依存度が低いことから、中国の景気変動の影響を受けにくい国で

もあります。またその地理的優位性に加えて、賃金が低いことから国際競争力が高く、自動車などの大手外国資本の工

場の建設が相次ぐなど、中南米の産業拠点として重要性を高めています。

＜石油依存度は低下＞

産油国ではあるものの産業の石油依存度は実際には高いとはいえず、加工組立国としての産業基盤から輸出の多く

は製造業が占めており、輸出における石油比率は現在は1割にも及ばない程に低下しています。また財政面では、石

油を国有資源としていることから税収面における石油収入の割合は相応に高いものの、現政権は2013年に構造改革の

一環として増税を実施するなど、税収の石油依存度を低下させるべく努力しています。また、翌年分の原油輸出価格の

ヘッジのためにプット・オプション（一定の価格で売却する権利）を購入するなど、原油価格下落の短期的な歳入への影

響を回避しながらも、石油価格の下落による長期的な歳入見通しの減少に対しては、それに見合った歳出削減を適宜

実施しており、財政の健全性を保つ姿勢を堅持しています。
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＜メキシコ・ペソ防衛策の強化＞

原油安に伴って産油国通貨が総じて対米ドルで下落する中で、メキシコ・ペソも下落を続けてきました。それを受けて、

2月17日に現地では、政府が歳出削減策と米ドル売り介入の機動性強化を発表すると同時に、中央銀行が臨時会合を

開催して政策金利を3.25％から3.75％へ引き上げる決定を行って市場を驚かせたことで、ペソは反発しました。インフレ

は中央銀行の目標レンジ内で沈静しているものの、ペソ安の今後の物価への波及を警戒し、ペソの防衛姿勢を強化し

たものです。また今後、米国の景気が安定的に回復した場合、メキシコ経済もその恩恵を受けやすいことから、米国金

融当局の追加利上げに追随する余地が生じる可能性が高いと考えられます。そのため、ペソは金利面から支援されや

すく、今後も底堅く推移することが見込まれます。

メキシコ 政策金利の推移

（ 出所：ブルームバーグ ）

（ 2012年初～2016年2月23日 ）（％）
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

＜ペソは安定感の高い通貨に＞

新興国の中でも現在の財政の健全性は高く、またIMF（国際通貨基金）からは、優れた経済実績を有する国を対象と

した信用供与枠である700億米ドル相当のフレキシブル・クレジットラインを提供されており、国際的な金融危機への迅

速な安全網も確保しています。また長期的な成長が期待される新興国の中でも、不透明な中国の景気変動の影響を直

接受けにくいという特徴もあります。原油価格が下落する局面ではペソの下落圧力が高まる傾向はあるものの、今回の

金融当局のペソ防衛の強化策や、構造改革の進展による潜在成長率の上昇が下支えとなり、ペソは長期的には安定

的な推移が見込まれると考えられます。
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